
事業内容
1)ライフサイエンス系（鳥取大学）、物質材

料系・ものづくり系（岡山大学）のコー
ディネート力等強化

2)共同事業の企画立案・実行
3)シーズ・ニーズＤＢ構築
4)情報提供事業（ＨＰ、メールマガジン）等
5)ＷＥＢテレビ会議システム、ＷＥＢマッチ

ングシステムの導入と運用

事業内容

1)教育カリキュラム・コンテンツ作成
2)目利き内部職員、産学官連携企画・立

案推進担当事務職員、経営指導も出来
る弁理士資格者 等の育成

3)OJT研修、研修事業の実施。

中国地域産学官連携コンソーシアム
－大学発の産学官連携・共創を目指して－

【人材育成事業部】

・責任者：産学官連携プロデューサー

・中国地域大学等知的財産マネージャー等

・国立大学法人が派遣する教職員

事務局長（岡山大学）
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事務局（代表理事、副代表理事が所属する国立大学法人の教職員で構成）

理事会（５国立大学法人学長）
代表理事（岡山大学長）、副代表理事（鳥取大学長）

コンソーシアム連絡会議（コンソ会員、特別会員から推薦されたメンバー）

【産学官連携事業部】

・正副責任者：産学官連携プロデューサー

・中国地域文部科学省コーディネーター

・コンソーシアムシステム運用管理者等

・国立大学法人が派遣する教職員

体制図 （代表機関：岡山大学、鳥取大学）

推進ツール（WEBﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、ﾃﾚﾋﾞ会議ｼｽﾃﾑ）
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岡山大学の知的財産構築戦略

知財の形成支援

・特許（単願、共願）
・ノウハウ・技術開示
・成果有体物

大学教員
（知的財産の生産）

広域での技術開
発・技術移転シ
ステムの投入

知財活用の提案
企業･産業
（知的財産の活用）

知
財
本
部

マグマ特許によ
る大型知的財産
の形成

大学のミッションである教育、研究、社会貢献をバランス良く

発展させるため 「知の生産サイクル」を活性化させる。

・技術移転代価
・共同研究
・委託研究

大型特許発掘の道筋
★★★：「マグマ技術」、「コア技術」は大学

保有（プラットフォーム）技術として、独占権

は認めないが広く外部提供を行う。

★★★：「モジュール技術」の一部は大学

にて開発し、企業へ技術開示する。

★★★：「モジュール技術」の一部を企業と

の連携にて共同開発する。

★★★：「システム技術」→ 開示されたモ

ジュール技術により企業が独自開発する。

★★★：「製造技術」→ 開示されたマグマ

技術、コア技術により企業が独自開発する。

共同研究領域

マグマ特許
（構想）

コア特許 モジュール
特許

システム特許
制御技術特許

製造・製品特許

大学における知的財産形成

企業における知的財産形成

製品化

社会貢献

マグマ特許 コア特許 モジュール特許 システム特許
制御特許

製品、製造特許

マグマ技術を核に
全方位へ発展させる

省エネ

エネルギー

電力貯蔵

自然エネ

エレクトロニクス

自動車分野

計測システム

民生・業務分野

特殊材料

マグマ

コア

モジュール

システム

製造、製品

コンピュータ

建設分野

岡大単独特許
☆企業連名特許
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中国地域の大学等の連携による大型技術シーズを中核に
企業にとって魅力ある「集合型技術（特許）提案を発信」。
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企業ニーズに的確に応える
フレキシブル提案
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企業
Ｂ

企業
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岡山大学の知的財産移転戦略

大学独自のマグマ特許、マグマ技術を核に 社会､企業にとって魅力ある
「大型の面的技術」を提示し、広範囲な研究と技術開発を担う。
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モジュール
技術・特許

システム
技術・特許

製造技
術・特許

技術

触媒機能

機能発揮条件

反応系・反応継続条件特定

触媒の工業生産技術
大規模反応システム

石油化学

石油精製

触媒化学

ﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶ

廃棄物発電

廃棄物処理場

熱ﾘｻｲｸﾙ炉

排ｶﾞｽ処理

保健医薬

診療医学

がん治療

特殊診断

水ビジネス

リサイクル産業

保健医学

環境保全

燃焼促進機能

機能発揮条件

反応系・反応継続条件特定

燃焼助剤の工業生産技術
燃焼炉システム

プラント設計

タンパク質
結合機能

医薬品搬送機能
生体無害化条件

生体内移動・排出
条件

ドラッグデリバリーシステムの構成条件
標的医療の構成条件
生体内条件による造影システムの構成

工業的生産技術

特定物質
吸着機能

水質浄化機能

廃液からの資源
回収機能

排ｶﾞｽからの有害
物回収機能

浄水ｼｽﾃﾑの構成
特定物質回収ｼｽﾃﾑの構成

生体循環器内からの有害物質排出促進
排ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ

機能発現 →  原理・効果検証→ 大規模化→  ﾌﾟﾗﾝﾄ･制御･･･ 企業提案･･･事業化
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企業群


